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( 1 5 : ! )
4 1 ( 3 )  ‐雪|  ( 1 )
掟
れ
士
☆
長
部
に
本
一Ｌ
で
・嘩
紙
経
に
所
席
取
際
と
，ゲ
ケ
車
よ
い
た
猛
声
先
！
ｉ
ナ
■
た
い
た
こ
か
ら
，
が
、
末
だ
讐
薬
の
獲
遥
し
な
い
未
閑
人
の
間
に
起
る
疾
病
に
開
し
て
も
、
営
終
之
ら
の
狂
や
占
卜
が
用
ひ
ら
れ
た
事
は
想
像
出
水
る
。
従
つ
て
此
庭
に
狂
善
が
現
れ
た
の
で
あ
つ
て
年
代
的
に
は
殿
代
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
終
し
な
が
ら
器
の
変
生
■
比
の
時
代
に
求
む
が
、
き
で
は
な
く
、　
山
海
経
や
用
確
の
天
官
や
薩
記
の
王
制
に
は
、
凡
勢
城
一諭
力
、　
近
四
方
、　
航
股
肱
決
射
御
、
凡
勢
技
宏
事
上
孝
庇
史
対
御
解
卜
及
百
五
云
々
と
あ
つ
て
、
器
の
話
が
あ
り
、
同
じ
く
曲
溝
下
に
は
若
右
疾
依
葉
、
臣
先
善
た
、
親
有
疾
欲
薬
、
子
先
年
先
、
彗
不
〓
世
不
焼
共
葉
と
記
し
て
ゐ
る
。
其
他
オ
律
に
は
寸
侯
が
茶
に
持
を
求
め
た
話
や
た
子
が
者
に
申
叔
豫
の
友
を
見
せ
た
義
及
び
普
使
の
方
を
秦
の
捧
和
が
見
た
韓
な
ど
に
よ
つ
て
も
比
の
時
代
郵
ち
示
秋
前
後
の
時
代
に
讐
と
言
Ａ
も
の
は
存
し
て
る
た
と
思
は
れ
、
薬
も
陥
此
の
時
代
に
存
し
て
ゐ
た
が
、
或
ひ
は
そ
れ
以
前
か
ら
な
し
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
班
暑
が
葉
を
用
ひ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
つ
て
、
恐
ら
く
薬
は
巫
の
月
ひ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
呆
ぃ
て
然
う
と
せ
ぼ
讐
薬
の
獲
達
は
泰
秋
戦
囲
以
後
の
事
で
座
讐
の
勢
力
は
捕
ほ
猛
ん
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
漢
代
以
後
そ
れ
ら
座
と
讐
と
の
分
離
が
行
は
れ
た
と
は
ほ
れ
る
ぅ
手
三
鳥
居
桂
歳
ほ
と
、
一
人
類
早
上
よ
り
兄
た
る
吾
が
上
代
の
文
化
一
い
〕
一
●
八
貢
耐
記
毎
三
十
二
、
補
衣
続
幹
野
市
亭
打
よ
、
「
文
邦
駆
，文
改
」
六
三
東
同
　
右
・
ｒｉ
代
丈
邦
の
狂
骨
に
就
い
て
公
立
原
活
一
）
〓
一
〓
一
一
(154)
上
代
文
邦
の
延
号
に
就
い
て
盆
立原
活
一
》
「
文
郭
の
正
に
つ
い
て
」、
民
俗
早
ニ
ノ
四
、
三
二
七
夏
年
柾
企
如
勝
一卿
曜
）
十
七
、
並
風
言！‐
（孫
氏
諭
文
引
用
）
計
概
氏
、
中
囲
畔
撃
大
群
れ
術
辻
百
七
夏
（
孫
氏
論
文
引
用
）
社
酢
、
天
門
荷
孫
半
末
氏
、
前
掘
論
文
、
二
二
八
夏
充
停
、
昭
公
元
年
乏
保
左
ほ
、
成
公
十
年
之
保
左
に
、
招
公
七
年
之
條
同
卍
天
官
市
、
耐
記
王
制
市
周
磯
天
官
、
安
卒
ノ
閉
周
卍
夏
官
大
司
巧
ノ
扇
竹
野
直
草
市
土
、
前
拐
書
、
大
一
―
女
二
東
同
　
市
，
六
〇
―
女
一
夏
同
　
古
、
六
一一―
一（
五
頁
付
子
、
終
ｆ
，
枢
修
術
芥
千
本
氏
、
前
れ
論
文
、
三
二
九
夏
明
用
笹
群
、
天
―１
市
採
．者
森
氏
、
前
掲
討
文
、
！炉
一打
ど
〓
〓
頁
書
吾
一吾
本
紀
整
空
耗
修
文
狩
成
公
二
年
ノ
保
一共
公
三
年
ノ
保
昭
公
元
年
／
條
i l
軽
:孝|
|||
一
〓
十
二
|
|
(]55〕
上
代
文
那
の
互
馨
に
就
い
て
盆
立
原
活
一
》
十一
一二
一
一
